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1．津えがき

日本海西部の大陸棚斜面（水深２００ｍ～１，５００ｍ）は，比較的広い大陸棚（水深２００ｍ以

浅）をもつ本県沖合においても，ほぼこれに匹敵する面積をもっている。この大陸棚斜面は、水温

３℃以下の日本海固有冷水に接触する海域であるので，深海性冷水性の魚類，エビ・パイ類の存在

が確認されている。しかし，極めて水深が大きいために，漁携技術上の困難さもあって殆んど未利

用資源として残されてきた。

との資源を２００浬海洋分割によって締出された漁業に利用を計ることを目的とする。

この調査は３年間を目標として，山口県外海水産試験場と共同して実施する計画である。今回，

昭和５２年度の調査が終了したのでその概要について報告する。

2．調査方法

第１図に示した水深２００ｍ

から１，５００ｍまでに８定点

（水深２００１７２，３００，４０

０，５００，７５０，１，０００，

１２５０，１，５００）を設け，

延１０回の試験操業を行った。

使用した漁具は第２図に示した
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第２図エビ・パイ篭網漁具の構造と操業模式図
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3．調査結果の概要

今回の報告は初年度であるのでその概要についてのみ述べる。

操業状況および漁獲状況を第１表にまとめた。この結果，主な漁獲物は，パイ類ではエッチニウ

パイ，ツパイ，オオエッチュウパイなど，エビ類ではイパラエピ，トヤマエピなどであり，パイ類

第１表操業状況及び漁狸状況

を除いては数量的に多くなかった。
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パイ類について水深別の分布状況をみると，ツパイな５００ｍを中心として４００～７００ｍに，

エッチニウパイは３００ｍを中心として２００～４００ｍに，オオエヅチュウパイは１，０００ｍ以

深で主に分布がみられた（第３図）。

上段：個体数

下段：重量（９）

１）パイ類の形態学的特性

(1)ツパイ，エッチュウパイ，オオエッチニウパイについて，殻長と体重の関係を求めた（第４
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（Ｗ：体重，Ｌ：殻長）．

（２）同様に８種について，殻長と殻幅の関係

を求めた（第５－１～８図）。

ツパイ

ＡＢＣＤＥＦ

１００

２００

８００

４００

５００

７００

1０００

Ｗ－ａ９３５２＋０．５５６８Ｌ

エプチュウパイ

Ｗ－Ｌ６５６０＋ｑ５１０９Ｌ
】５００

１０

７
オカエッチュパイ

Ｗ－８．１７３８＋0.5495Ｌ

（Ｗ：体重，Ｌ：殻長）

との結果，ツパイとオオエッチニウパイが，

比較的似た殻の形をしていることが関係式から

第３図パイ類の水深別分布状況

Ｂ：エッチュウパイ

Ｄ：シワミドリホソパイ

Ｆ：エゾ汁fﾗﾓﾄ9キ

Ａ：ツパイ

Ｃ：オオエッチュウパイ

Ｅ：チヂミエソドボラ

も推察できる。

（３）同様に８種について蓋の長径と短径の関係を求めた（第６－１～３図）。

ツパイ2-0.９１８２＋０．６９６５Ｌ

エッチュウバイＺ－Ｌ７５７８＋Ｏ６１３１Ｌ

オオエプチュウパイＺ－１．２０００＋０．６３８５Ｌ

（』：短径，Ｌ：長径）

この結果エッチニウパイとオオエッチュウパイの蓋が，比較的似た形状をしていることが関係式

からも推察できる。
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